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の様ʑな減速機・変速機・モーターに対応ൢࢢ

෯޿い分໺で積まれた実੷と৴པ

ΤωϧΪーɾੴ༉ۀ޻
֤・力ࢠݪ・性剤・ΤϚルδョン೩ྉ・όイΦ೩ྉ׆༉・アスフΝルト・ピッチ・ք面ݪ
種ஷଂタンク eUc.

੡ۀ޻ࢴ
パルプ・カθイン・カΦリン・タルク・クレー・αイズ・ེ ・液ࠇ・όンド・PV"・CMCࢎ
྘液・ృྉ・ロδン・水ࢎ化Ϛグωシ΢ム eUc.

ۀ༽
ಃ౔・֕ࢠ・ృༀ eUc.

ۀ޻ங౔໦ݐ
セメント・モルタル・ృྉ eUc.

৯඼ۀ޻
クリーム・チョコレート・ڇೕ・ιース・ϚϤωーズ・ドレッシング・果ो・έチϟップ・
コーώー・ௐ ຯ ྉ・৯ Ԙ・࠭ ౶・খ ഴ ค・֤ 種 ৯ ඼ ఴ 加 剤・؁ ຯ ྉ・߳ ྉ・
ண৭ྉ eUc.

ৢ଄ۀ޻
ञ・΢イスキー・ビール・মய・ܔ૶౔ eUc.

ۀ޻߬ൄ
ে༉・ਣ・ຯ઻・モロミ・όイΦリアクター eUc.

ͦͷଞ޻৔ઃඋ
ༀ඼༹ղ・ੴ୸・೤ഔ༉・੾࡟༉ eUc.

େؾԚછ๷ࢭ
՗性ιーμ・୸ࢎカルシ΢ム・ഉԎ୤ེ eUc.

ড়ਫ৔
水ಓ水・ۀ޻用水・׆性୸・Ԙૉ・՗性ιーμ・ༀ඼ eUc.

ഇɾԼਫॲཧ৔
高分ڽࢠ集剤・ܔ૶౔・ེࢎアルミニ΢ム・ེࢎୈ一、ୈೋమ・՗性ιーμ・ེ ・ࢎ
Ԛట槽・生෺反応槽・࣍ѥԘૉࢎιーμ・ٸ速撹拌・؇速撹拌 eUc.

ੴ୸ۀ޻
C0M・CWM・ք面׆性剤 eUc.

ۚଐۀ޻
ম入れ槽・耐೤࿍ࡐ・冷却水・੡ઢ・水ࢎ化アルミニ΢ム・༹༥Ԗ・メッキ eUc.

༉ۀ޻ࢷ
ੴけん・動২෺༉・όター・ラード・ヘット・Ϛーガリン・潤滑༉・৯用༉・֤
種ஷଂタンク eUc.

೶ۀசۀ޻࢈
ංྉ（リンࢎ・カリ・ེ҆・ੴփ）・ࣂྉ・アンモニア・防஬剤・ࡴ஬剤 eUc.

ΰϜۀ޻
ఱવΰム・合成ΰム・ラテックス・༹剤 eUc.

ણҡۀ޻
アクリルણҡ・アセテート・φイロン・ϙリΤステル・ビニロン・༹剤・ކྉ eUc.

ۀ޻ࢠి
セラミック・࣓性మค・ࢎ化మ・シリコーン eUc.

߹੒थۀ޻ࢷ
Ԙ化ビニール・ϙリΤステル・઀ண剤・セルロース・プラスチック・ϙリプロピレン・
"#4थࢷ eUc.

ృྉۀ޻
インキ・ペイント・༹剤 eUc.

ༀ඼ۀ޻
৭ૉ・߳ྉ・ೕ液・֤ 種ҩༀ඼・化হ඼・合成ༀ඼ eUc.

છྉۀ޻
৭ค・ࢎ化チタン・ビスコース・إྉ eUc.
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ίスτˍαΠζμ΢ンͱɺϝンςφンスੑΞッϓΛ࣮ݱ

ຊػͷಛ௃

モータの動力
0.4～30kW

取෇けフランδのܗঢ়
R：ؙフランδ
4：֯フランδ

シϟフトシールの方ࣜ

動方ࣜۦ

モータの極数
4：4P
6：6P

シリーズの大きさ
5：45シリーズ  43～46シリーズまで

ミキαー取෇け方向
T：ཱ型

Ϛルチ4ミキαー
(ඪ४ృ装৭はϚンセル近ࣅ஋7.5G:6/3です。)

4� 5� 4� P� ��5� *�5� % 3� )

(インόータۦ動のみ表ࣔ)

1

1：ඪ४型（コンパクトタイプ）
2：フレキシϒルカップリング型

D
V
M

軸डけ

インόータۦ動

トルク۠分（45シリーズ～）

0
P
M
W

：-PXトルク
：)JgIトルク

-
)

：Φープンタイプ
：グランドパッキンシール
：メカニカルシール
：΢Υーターシール

：減速機直結
：変速機直結
：モータ直結

Ϛルチ 4 ミキαー　 D シリーズ 　機種ల開表

˞ଞ、ൢࢢ減速機にも対応Մ能です。お໰い合Θせください。
˞αイクロ⡴はॅ༑重機ց᷂ۀ޻のొ࿥঎ඪです。

0.75 1.5 2.2 3.7 5.5 7.5 11 15 18.5 22 30 0.75 1.5 2.2 3.7 5.5 7.5 11 15 18.5 22 30

181 SD3 SD3 SD4 SD4 SD5L 219 SD3 SD3 SD4 SD4 SD5L

132 SD3 SD4 SD4 SD5L SD5H SD5H SD6L 159 SD3 SD3 SD4 SD5L SD5L SD5H SD6L

112 SD3 SD4 SD5L SD5L SD5H SD5H SD6L 135 SD3 SD4 SD4 SD5L SD5L SD5H SD6L

96.7 SD3 SD4 SD4 SD5L SD5H SD5H SD6L SD6H 117 SD3 SD4 SD4 SD5L SD5H SD5H SD6L

85.3 SD3 SD4 SD4 SD5L SD5H SD6L SD6L SD6H 103 SD4 SD4 SD5L SD5H SD5H SD6L SD6L

69 SD4 SD4 SD5L SD5H SD6L SD6L SD6H 83.3 SD3 SD4 SD4 SD5L SD5H SD6L SD6L SD6H

58 SD3 SD4 SD5L SD5L SD5H SD6L SD6H 70 SD4 SD4 SD5L SD5H SD6L SD6L SD6H

50 SD3 SD4 SD5L SD5H SD6L SD6H SD6H 60.3 SD4 SD4 SD5L SD5H SD6L SD6H SD6H

41.4 SD4 SD4 SD5L SD5H SD6L SD6H 50 SD3 SD4 SD5L SD5H SD6L SD6H SD6H

33.7 SD3 SD4 SD5L SD5H SD6L SD6H 40.7 SD4 SD4 SD5L SD5H SD6L SD6H

28.4 SD4 SD4 SD5L SD5H SD6L 34.3 SD3 SD4 SD5L SD5H SD6L SD6H

24.6 SD4 SD4 SD5H SD6L SD6H 29.7 SD3 SD4 SD5L SD5H SD6L SD6H

20.4 SD4 SD5L SD5H SD6L SD6H 24.6 SD4 SD4 SD5H SD6L SD6H

16.7 SD3 SD4 SD5L SD6L SD6H 20.1 SD3 SD4 SD5L SD5H SD6L SD6H

50Hz（サイクロⓇ減速機・SEW社製減速機の場合） 60Hz（サイクロⓇ減速機・SEW社製減速機の場合）

回転数
(min-1)

動力(kW)
回転数
(min-1)

動力(kW)

ܰྔɾίンパクτʂ

߶͠ ݰˍ̖̐

॑ྖ ݰˍ̏̐

෨඾
఼਼ ݰˍ̐̏

Ϛϩφྪ
఼਼ ݰˍ̎̑

˞軸ܘ φ�5 mm の場合

ैདྷܕɿ% τッϓミΩαーͱのൺֱܕ

z よりܰく・よりコンパクトな撹拌機

をお客様におಧけしたいz

ৗに੡඼の඼質վળや、撹拌効率の向

上を௥ٻし続けるฐࣾの৽ミキαーで

す。是非、ಋ入をご検討ください！

؆୯ϝンςφンスʂ

シϟϑτߏػ࣋ࢧ

౵Χッϓリンά
撹拌機は定期的なอ全やิम、部඼ަ

の分ղや૊ཱがࡍがඞ要です。その׵

൥雑であれ͹、ނࣄ発生のリスクが高

まります。ຊ機はফ໣඼である「ϕア

リング」のަ׵方๏に޻෉をڽらし、

作ۀ時の利ศ性向上をਤりました。

ϕΞϦンάަํ׵๏

ᶃΑΓίンパクτʹɾܰྔʹ
従来型 D 型トップミキαーと比べ、高さは 2�� 減、

　そして重ྔは 20％ܰ減しました。

ᶄΑΓݻڧʹɾ௕ण໋ʹ
ೋつׂり౵カップリング࠾用

ᶅऔΓ෇͚ϑランδ౷Ұ
Ϛルチ 4 ミキαーとڞ有化

ᶆίスτμ΢ン
৽加޻ઃඋಋ入 24 時間Քಇ。コストμ΢ンを達成。

ᶇϝンςφンスੑ্޲
　৽機構のಋ入により撹拌機をタンクから取り֎すことなく
    ϕアリングަ׵がՄ能となりました。

Ϛϧν 4 ミΩαーʹݮൢࢢ଎ػの౥͕ܕࡌՃΘΓɺػछબ୒͕͕޿Γ·ͨ͠ɻ
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ؙフϥンδ

֯フϥンδʢΦϓγϣンʣ

:�:໼ࢹʢ4%5ɾ4%6タΠϓʣ

:�:໼ࢹʢ4%3ɾ4%�タΠϓʣ

:�:໼ࢹʢ4%3d4%6ڞ௨ʣ

ඪ४ੇ๏ਤʢඪ४ܕɿίンパクτタΠϓʣ

9�9໼ࢹ

※

A

B Ｏ．
Ｄ

Ｐ．Ｄ

Ｎ－∅Ｚ

Ｏ．Ｄ
Ｐ．Ｄ

Ｎ－∅Ｚ

Ｐ．Ｓ
Ｏ．Ｓ

Ｎ．Ｓ－∅ＺＳ

ؙフϥンδ

※

֯フϥンδʢΦϓγϣンʣ

:�:໼ࢹʢ4%5ɾ4%6タΠϓʣ

:�:໼ࢹʢ4%3ɾ4%�タΠϓʣ

:�:໼ࢹʢ4%3d4%6ڞ௨ʣ

ඪ४ੇ๏ਤʢフϨΩγϒϧΧッϓϦンάܕʣ

9�9໼ࢹ

࿮
フϥンδ

֨ن
0�% 1�% 0�4 1�4 ( / П; /�4 П;4 ' & - H " #

ຊମ
ॏྔ
	LHG


4%3 +*4 �0, 225" ૬౰ 350 3�0 350 305 2� �2 23 � 2� 55 �3� 200 ��6 �50 ��φ20 �00

4%� +*4 �0, 250" ૬౰ �00 355 �00 350 26 �2 25 � 2� 65 �5� 200 505 5�0 ��φ23 ��0

4%5- +*4 �0, 300" ૬౰ ��5 �00 ��5 3�5 2� �6 25 � 26 �5 20� 250 5�6 565 ��φ26 ��5

4%5H +*4 �0, 300" ૬౰ ��5 �00 ��5 3�5 2� �6 25 � 26 �5 20� 250 5�6 565 ��φ26 220

4%6- +*4 �0, 350" ૬౰ ��0 ��5 ��0 �35 2� �6 25 � 2� �5 23� 300 �00 630 ��φ2� 3�0

4%6H +*4 �0, 350" ૬౰ ��0 ��5 ��0 �35 2� �6 25 � 2� �05 23� 300 �00 630 ��φ2� 3�0

˞ਤの �M� ੇ๏は、減・変速機またはモータの໏ฑにより異なります。

ඪ४ੇ๏දʢ̼̼ʣ

࿮
フϥンδ

֨ن
0�% 1�% 0�4 1�4 ( / П; /�4 П;4 ' & - H " #

ຊମ
ॏྔ
	LHG


4%3 +*4 �0, 225" ૬౰ 350 3�0 350 305 2� �2 23 � 2� 55 �3� 200 63� �50 ��φ20 ��0

4%� +*4 �0, 250" ૬౰ �00 355 �00 350 26 �2 25 � 2� 65 �5� 200 ��5 5�0 ��φ23 200

4%5- +*4 �0, 300" ૬౰ ��5 �00 ��5 3�5 2� �6 25 � 26 �5 20� 250 ��� 565 ��φ26 2�0

4%5H +*4 �0, 300" ૬౰ ��5 �00 ��5 3�5 2� �6 25 � 26 �5 20� 250 ��� 565 ��φ26 300

4%6- +*4 �0, 350" ૬౰ ��0 ��5 ��0 �35 2� �6 25 � 2� �5 23� 300 �0�� 630 ��φ2� ��0

4%6H +*4 �0, 350" ૬౰ ��0 ��5 ��0 �35 2� �6 25 � 2� �05 23� 300 �0�� 630 ��φ2� 500

˞ਤの �M� ੇ๏は、減・変速機またはモータの໏ฑにより異なります。

ඪ४ੇ๏දʢ̼̼ʣ
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֨ن
0�% 1�% 0�4 1�4 ( / П; /�4 П;4 ' & - H " #

ຊମ
ॏྔ
	LHG


4%3 +*4 �0, 225" ૬౰ 350 3�0 350 305 2� �2 23 � 2� 55 �3� 200 ��6 �50 ��φ20 �00

4%� +*4 �0, 250" ૬౰ �00 355 �00 350 26 �2 25 � 2� 65 �5� 200 505 5�0 ��φ23 ��0

4%5- +*4 �0, 300" ૬౰ ��5 �00 ��5 3�5 2� �6 25 � 26 �5 20� 250 5�6 565 ��φ26 ��5

4%5H +*4 �0, 300" ૬౰ ��5 �00 ��5 3�5 2� �6 25 � 26 �5 20� 250 5�6 565 ��φ26 220

4%6- +*4 �0, 350" ૬౰ ��0 ��5 ��0 �35 2� �6 25 � 2� �5 23� 300 �00 630 ��φ2� 3�0

4%6H +*4 �0, 350" ૬౰ ��0 ��5 ��0 �35 2� �6 25 � 2� �05 23� 300 �00 630 ��φ2� 3�0

˞ਤの �M� ੇ๏は、減・変速機またはモータの໏ฑにより異なります。
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4%3 +*4 �0, 225" ૬౰ 350 3�0 350 305 2� �2 23 � 2� 55 �3� 200 63� �50 ��φ20 ��0

4%� +*4 �0, 250" ૬౰ �00 355 �00 350 26 �2 25 � 2� 65 �5� 200 ��5 5�0 ��φ23 200

4%5- +*4 �0, 300" ૬౰ ��5 �00 ��5 3�5 2� �6 25 � 26 �5 20� 250 ��� 565 ��φ26 2�0

4%5H +*4 �0, 300" ૬౰ ��5 �00 ��5 3�5 2� �6 25 � 26 �5 20� 250 ��� 565 ��φ26 300

4%6- +*4 �0, 350" ૬౰ ��0 ��5 ��0 �35 2� �6 25 � 2� �5 23� 300 �0�� 630 ��φ2� ��0

4%6H +*4 �0, 350" ૬౰ ��0 ��5 ��0 �35 2� �6 25 � 2� �05 23� 300 �0�� 630 ��φ2� 500

˞ਤの �M� ੇ๏は、減・変速機またはモータの໏ฑにより異なります。
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シール方式のバリエーションも豊富に用意しています。

シール方式

グランドパッキンシール

P1タイプ

●槽内温度：120℃以下
●槽内圧力：大気圧
●耐圧密閉用ではありませ

んが、簡易シールとしては、
最適です。

P1 P2

P2タイプ

●槽内温度：120℃以下
●槽内圧力：3×10－2MPaG 
（0.3kgf/cm2G）以下
●槽内圧力が微圧条件の場合

に使用されます。

P3 P4

グランドパッキンシール

P3タイプ

●槽内温度：121℃以上
170℃以下

●槽内圧力：3×10－2MPaG 
（0.3kgf/cm2G）以下
●槽内温度が121℃以上の場

合に適します。

P4タイプ

●槽内温度：120℃以下
●槽内圧力：0.1MPaG 
（1.0kgf/cm2G）以下
●グランドパッキンの中間に

潤滑剤を定期的に注入し、
ランタンリング奥のパッ
キンで漏洩流体を、手前の
パッキンで潤滑剤を密閉し
ます。

冷却水入口 潤滑剤注入

M1 M2

シングルメカニカルシール
（真空型撹拌槽用）

M1タイプ

●槽内温度：100℃以下
●槽内圧力：F.V ～ 3×10－2

MPaG（0.3kgf/cm2G）
以下

●一般には漏れを嫌う真空
型撹拌槽用に使用され、す
ぐれた密封性能を発揮し
ます。

ドライメカニカルシール

M2タイプ

●槽内温度：150℃以下
●槽内圧力：F.V ～ 0.19 

MPaG（1.9kgf/cm2G）
以下

●シーラントが不要タイプ
のメカニカルシールのた
め、シーラントの槽内への
混入、及びシーラントと槽
内ガスや液との反応を防
ぐ目的で使用されます。

シーラント

グランドパッキンシール
（接液・接ガス部各種ライニング・コーティング施工）

P5タイプ

●槽内温度：120℃以下
●槽内圧力：3×10－2 mc/fgk3.0（GaPM 2G）以下
●

（ハステロイ、ステライト、コルモノイ、硬質クロムメッキ、セラミック）
などを用います。

P5

コーティング ライニング

M3

ドレン

シーラント

冷却水

冷却水

ダブルメカニカルシール

M3タイプ

●槽内温度：300℃以下
● mc/fgk9.9（GaPM99.0～V.F：力圧内槽 2G）以下

（0.99MPaG超の場合は、都度検討いたします。）
●一般には漏れを嫌う場合に使用され、高温、低温、高圧、真空などの

条件下でも、すぐれた密封性能を発揮します。

シーラント

ドレン

インペラ（撹拌翼）は、撹拌装置の中でもっとも重要な部分です。一般的な撹拌翼として、高 Re（撹拌レイノルズ数）域では
3 枚プロペラ [3P]、4 枚ピッチドパドル [4PP]、6 枚フラットタービン [6FT] などが、低 Re 域ではアンカー翼やヘリカルリボン
翼などが用いられてきましたが、近年における多種多様化かつ複雑化する撹拌目的を達成する上で、これらは完全とは言えま
せん。
そこで私たちは、お客様毎に異なる撹拌目的を満足させる高性能撹拌翼について、翼の理論に基づいた研究・開発を進め、更
に的確な運転条件の検討を加えることで、少しでもお客様のニーズにお応えすべく努力を続けており、このようにして生まれ
た撹拌翼を「スーパーミックス」シリーズと呼んでいます。ここではその一例を紹介します。

HR320 インペラ

HR320 のフローパターン
(CFD シミュレーション結果 )

タービンとして極めて低い動力
数を実現しました。( 対 6FT 動力
数比：約 65％減 ) 従来型タービ
ンと比較して液流動化作用が高
く、高いガス吸収性能が得られ
ます。低動力にて翼の揚力によ
り流れを集中させ、吐出場の圧
力勾配・変動を利用して強い剪
断・破壊作用を生み出します。

HS100

＜＜中・高 Re（撹拌レイノルズ数）域用＞＞

[ 主な用途 ]

　・一般的な液 - 液均一混合

　・固体の沈降防止

　・固体の均一分散、等

前進翼効果を取り入れ、更に翼先端に向うねじり下げを有する一段
折り曲げ構造としました。翼背面における流れの剥離を抑制し、吐
出能力を向上させた低速型撹拌機用撹拌翼です。

HS604

単に翼単体ではなく撹拌槽をは
じめとする撹拌装置として研究
開発されたもので、槽内におけ
る圧力分布のコントロールによ
り固－液及びスラリー撹拌をは
じめとする「均一分散系」にお
ける撹拌作用を向上させたイン
ペラといえます。

MR210

シンプルな構造と少ない翼面積
で有効な液流動化作用と混合作
用を得るため、主翼と軸のクリ
アランス効果による液表面から
の吸い込み流強化に加え、槽内
の圧力分布を考慮した垂直方向
の翼面積を検討することにより、
撹拌性能の向上のみならず動力
低減にも寄与する高効率型の撹
拌翼です。

Others 各種スーパーミックスシリーズ　お客様に最適なインペラをご提案できます。是非ご相談ください！！

[ 主な用途 ]気 - 液撹拌・ガス吸収 [ 主な用途 ]固 - 液撹拌・スラリー [ 主な用途 ]反応系・中 ~ 高粘性液
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0
一般的な撹拌翼

(4PP：4 枚ピッチドパドル ) HR320 インペラ

62 W/m3

23 W/m3

【省エネ】撹拌所要動力 約 60% 削減
比較条件：混合時間一定（循環回数 Qv [1/s] 一定）の場合

【時短】混合時間 約 25% 削減
比較条件：単位容積当たりの撹拌動力一定 (Pv [kW/m3] 一定 ) の場合
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0
一般的な撹拌翼

(4PP：4 枚ピッチドパドル ) HR320 インペラ

6.4 秒

4.8 秒

佐竹化学機械工業
取扱製品紹介ムービー集
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シール方式のバリエーションも豊富に用意しています。

シール方式

グランドパッキンシール

P1タイプ

●槽内温度：120℃以下
●槽内圧力：大気圧
●耐圧密閉用ではありませ

んが、簡易シールとしては、
最適です。

P1 P2

P2タイプ

●槽内温度：120℃以下
●槽内圧力：3×10－2MPaG 
（0.3kgf/cm2G）以下
●槽内圧力が微圧条件の場合

に使用されます。

P3 P4

グランドパッキンシール

P3タイプ

●槽内温度：121℃以上
170℃以下

●槽内圧力：3×10－2MPaG 
（0.3kgf/cm2G）以下
●槽内温度が121℃以上の場

合に適します。

P4タイプ

●槽内温度：120℃以下
●槽内圧力：0.1MPaG 
（1.0kgf/cm2G）以下
●グランドパッキンの中間に

潤滑剤を定期的に注入し、
ランタンリング奥のパッ
キンで漏洩流体を、手前の
パッキンで潤滑剤を密閉し
ます。

冷却水入口 潤滑剤注入

M1 M2

シングルメカニカルシール
（真空型撹拌槽用）

M1タイプ

●槽内温度：100℃以下
●槽内圧力：F.V ～ 3×10－2

MPaG（0.3kgf/cm2G）
以下

●一般には漏れを嫌う真空
型撹拌槽用に使用され、す
ぐれた密封性能を発揮し
ます。

ドライメカニカルシール

M2タイプ

●槽内温度：150℃以下
●槽内圧力：F.V ～ 0.19 

MPaG（1.9kgf/cm2G）
以下

●シーラントが不要タイプ
のメカニカルシールのた
め、シーラントの槽内への
混入、及びシーラントと槽
内ガスや液との反応を防
ぐ目的で使用されます。

シーラント

グランドパッキンシール
（接液・接ガス部各種ライニング・コーティング施工）

P5タイプ

●槽内温度：120℃以下
●槽内圧力：3×10－2 mc/fgk3.0（GaPM 2G）以下
●

（ハステロイ、ステライト、コルモノイ、硬質クロムメッキ、セラミック）
などを用います。

P5

コーティング ライニング

M3

ドレン

シーラント

冷却水

冷却水

ダブルメカニカルシール

M3タイプ

●槽内温度：300℃以下
● mc/fgk9.9（GaPM99.0～V.F：力圧内槽 2G）以下

（0.99MPaG超の場合は、都度検討いたします。）
●一般には漏れを嫌う場合に使用され、高温、低温、高圧、真空などの

条件下でも、すぐれた密封性能を発揮します。

シーラント

ドレン

インペラ（撹拌翼）は、撹拌装置の中でもっとも重要な部分です。一般的な撹拌翼として、高 Re（撹拌レイノルズ数）域では
3 枚プロペラ [3P]、4 枚ピッチドパドル [4PP]、6 枚フラットタービン [6FT] などが、低 Re 域ではアンカー翼やヘリカルリボン
翼などが用いられてきましたが、近年における多種多様化かつ複雑化する撹拌目的を達成する上で、これらは完全とは言えま
せん。
そこで私たちは、お客様毎に異なる撹拌目的を満足させる高性能撹拌翼について、翼の理論に基づいた研究・開発を進め、更
に的確な運転条件の検討を加えることで、少しでもお客様のニーズにお応えすべく努力を続けており、このようにして生まれ
た撹拌翼を「スーパーミックス」シリーズと呼んでいます。ここではその一例を紹介します。

HR320 インペラ

HR320 のフローパターン
(CFD シミュレーション結果 )

タービンとして極めて低い動力
数を実現しました。( 対 6FT 動力
数比：約 65％減 ) 従来型タービ
ンと比較して液流動化作用が高
く、高いガス吸収性能が得られ
ます。低動力にて翼の揚力によ
り流れを集中させ、吐出場の圧
力勾配・変動を利用して強い剪
断・破壊作用を生み出します。

HS100

＜＜中・高 Re（撹拌レイノルズ数）域用＞＞

[ 主な用途 ]

・一般的な液 - 液均一混合

・固体の沈降防止

・固体の均一分散、等

前進翼効果を取り入れ、更に翼先端に向うねじり下げを有する一段
折り曲げ構造としました。翼背面における流れの剥離を抑制し、吐
出能力を向上させた低速型撹拌機用撹拌翼です。

HS604

単に翼単体ではなく撹拌槽をは
じめとする撹拌装置として研究
開発されたもので、槽内におけ
る圧力分布のコントロールによ
り固－液及びスラリー撹拌をは
じめとする「均一分散系」にお
ける撹拌作用を向上させたイン
ペラといえます。

MR210

シンプルな構造と少ない翼面積
で有効な液流動化作用と混合作
用を得るため、主翼と軸のクリ
アランス効果による液表面から
の吸い込み流強化に加え、槽内
の圧力分布を考慮した垂直方向
の翼面積を検討することにより、
撹拌性能の向上のみならず動力
低減にも寄与する高効率型の撹
拌翼です。

Others 各種スーパーミックスシリーズ　お客様に最適なインペラをご提案できます。是非ご相談ください！！

[ 主な用途 ]気 - 液撹拌・ガス吸収 [ 主な用途 ]固 - 液撹拌・スラリー [ 主な用途 ]反応系・中 ~ 高粘性液
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一般的な撹拌翼

(4PP：4 枚ピッチドパドル ) HR320 インペラ

62 W/m3

23 W/m3

【省エネ】撹拌所要動力 約 60% 削減
比較条件：混合時間一定（循環回数 Qv [1/s] 一定）の場合

【時短】混合時間 約 25% 削減
比較条件：単位容積当たりの撹拌動力一定 (Pv [kW/m3] 一定 ) の場合
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一般的な撹拌翼

(4PP：4 枚ピッチドパドル ) HR320 インペラ

6.4 秒

4.8 秒

佐竹マルチミクス
取扱製品紹介ムービー集
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ΤωϧΪーɾੴ༉ۀ޻
֤・力ࢠݪ・性剤・ΤϚルδョン೩ྉ・όイΦ೩ྉ׆༉・アスフΝルト・ピッチ・ք面ݪ
種ஷଂタンク eUc.

੡ۀ޻ࢴ
パルプ・カθイン・カΦリン・タルク・クレー・αイズ・ེ ・液ࠇ・όンド・PV"・CMCࢎ
྘液・ృྉ・ロδン・水ࢎ化Ϛグωシ΢ム eUc.

ۀ༽
ಃ౔・֕ࢠ・ృༀ eUc.

ۀ޻ங౔໦ݐ
セメント・モルタル・ృྉ eUc.

৯඼ۀ޻
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ண৭ྉ eUc.

ৢ଄ۀ޻
ञ・΢イスキー・ビール・মய・ܔ૶౔ eUc.

ۀ޻߬ൄ
ে༉・ਣ・ຯ઻・モロミ・όイΦリアクター eUc.

ͦͷଞ޻৔ઃඋ
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ΰϜۀ޻
ఱવΰム・合成ΰム・ラテックス・༹剤 eUc.

ણҡۀ޻
アクリルણҡ・アセテート・φイロン・ϙリΤステル・ビニロン・༹剤・ކྉ eUc.

ۀ޻ࢠి
セラミック・࣓性మค・ࢎ化మ・シリコーン eUc.

߹੒थۀ޻ࢷ
Ԙ化ビニール・ϙリΤステル・઀ண剤・セルロース・プラスチック・ϙリプロピレン・
"#4थࢷ eUc.

ృྉۀ޻
インキ・ペイント・༹剤 eUc.

ༀ඼ۀ޻
৭ૉ・߳ྉ・ೕ液・֤ 種ҩༀ඼・化হ඼・合成ༀ඼ eUc.

છྉۀ޻
৭ค・ࢎ化チタン・ビスコース・إྉ eUc.

XXX.saUake.cP.KQ




